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公益社団法人日本建築家協会(JIA)は、

建築の設計監理を行う建築家の団体として、

1987年に結成されました。

JIAに加盟する4,000余名の建築家は、

厳しい自己研鑽を行い、高い倫理意識を持って

設計監理の職責を遂行することを通じて

クライアントと社会公共の為に貢献し、

より豊かで美しく安全な国土と都市と

建築の創造に貢献していきたいと考えています。
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建築プロジェ

お悩みですか

JIA SUPPOR丁
詳しい内容のお問い合わせ先

公益社団法人日本建築家協会近畿支部〒541-0051大阪府大阪市中央区備後町 2丁目 5-8綿業会館 4階

TEL.06-6229-3371 
E-mail :jia@bc.wakwak.com 
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http://wwwJia.or Jp/kinki/幽
滋賀地域会／京都地域会／兵庫地域会／大阪地域会／奈良地域会／和歌山地域会

まずはお気軽にお電話かメールでお問い合わせ下さい。
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JIAサポートとは

今、建築事業の推進にあたって、急激な社会の変化、少子高齢化、環境保全、文化の継承、Alなどの情報技術の

進化や、高度化建築技術等に対応した、新しい建築の創出が社会の課題となっています。

その課題解決として、これからの時代に相応しい建築を実現するためにコンペティション方式やプロポーザル

方式による設計者選定が求められています。

「」 |Aサポート」は、このような設計コンペ・プロボーザル等の実施のために、高い建築の専門性を持った公益

性、客観性、透明性のある第三者の立場で支援いたします。

建築事業に相応しい設計者を求めたい方は、是非」IAサポートをご活用ください。設計プロポ等の実施を

計画されている方、実施したいが設計コンペ・プロポーザルの経験がなく、判断できる建築技術者がお

られない方は、ご相談ください。

より良い建築づくりのために、公益社団法人日本建築家協会近畿支部(」IA近畿支部）が、公正・中立な立場で、発

注者の皆さまを支援いたします。

全体の流れ
計画・設計者選定 設計 工事 竣工運用

企画基本構想 設計者選定

事業計画 実施計画

基本計画 要綱作成 基本設計・実施設計 工事監理

審査員選定 施工者選定 工事

竣工維持管理

サポートの種類 I 計画サポート lコンペらな序ザル 1 細•工事発注サポート工事臼サポート 竣工運用サポート
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J近IA畿サ支ポ部ーのト

JIAはいままでこんなサポートをしてきました

最新竣工実績：尼崎パーキング設計コンペティション

」IA・公益社団法人日本建築家協会近畿支部が発注者支援を行い、 2016年に開催された設計コンペティ

ション。幅広く応募者を募る一方、 5名の専門家による審査委員会を設置し、公正で厳格な審査を行っ

た。応募登録177者、提案書提出86者、 1次審査通過5者。最優秀賞となった設計者と設計契約が

締結され、 2019年に竣工、多い時期は1日2,000台近い利用があり賑わっている。

発住者の声

阪神高速では、お客さまに対する利便性の向上のために、新

たにパーキング施設を整備することとなり、設計提案を幅広

く求めるコンペティションを実施することとしました。

コンペの実施に際して公募・審査・運営に関してノウハウが

あり自治体への協力事業も行う公益社団法人日本建築家協会

近畿支部様に運営の一部を委託させて頂きました。初めて実

施した設計コンペにも関わらず、多数の応募を頂き、今まで

の阪神高速にはない施設ができました。
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一納谷建築設計事務所納谷学 manabunaya 

納谷建築設計事務所

納谷新 aratanaya 
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設計者の声

2016年に開催された尼崎パーキングエリアのコンペも

2019年の春に無事竣工を迎えることができました。

主催していただいた阪神高速道路にとっても初めてのコン

ペである事はもちろん、高速道路上の建築という建築とし

ても特殊な条件の元で、建築基準法、構造計算等の解釈な

どを巡って様々な議論の末に現状の建築に辿り着きました。

この仕事に関わっている間は、コンペで選ばれたという自

負とは別に、多くの期待と希望を裏切らない誰もが納得す

る建築にしなければならないと常に考えていました。コン

ペは主催者と建築家がお互いの立場と経験高め合い、社会

に貢献できる最良の手段の一つだと思います。




